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地域熱供給の役割増大
橘　日本の地域熱供給導入の歴史を

振り返ると、最初は、公害防止を目

的に始まって、石油危機の時に省エ

ネ・省資源という目的が加わりまし

た。そして90年代後半から地球温暖

化対策が叫ばれるようになり、8 〜

9年前くらいからはヒートアイラン

ド対策としての役割も求められ始め

ました。3.11の東日本大震災以降は、

BCP対策としての有効性も言われ

るようになってきています。

佐土原　地域熱供給というのは、時

代の流れとともに、どんどんと役割

が増えて重なって来たことで、複合

的な役割を持つようになったという

のが大きな特徴ですね。

　現状では、そのような役割を全て
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果たすことができる地域熱供給は、

都市におけるエネルギー関連の多様

なマネジメントに寄与する基盤施設

として位置づけられると思います。

排熱処理の重要性
—排熱が海風の壁をつくる恐れ—
橘　都市のエネルギーマネジメント

ということを考えると、そこには供

給と処理という視点があると思いま

す。排熱の処理は、これからかなり

重要になってくると思います。

佐土原　今後は高齢化もますます進

みます。地球温暖化がベースにあっ

て、さらにヒートアイランド現象も

ひどくなってくると、人命に関わる

ような温度レベルになるのはそう遠

くない未来でしょうし、その中で排

熱を処理することの意義は大きいで

すね。都市の排熱を処理できる地域

熱供給は、公共事業的な意味合いも

高まっていきます。

橘　これまでは都市の中で熱をマネ

ジメントしていくという発想があま

りなかったですよね。先ほどの話の

ように、地域熱供給は公害防止から

導入が始まったのですけれど、札幌

オリンピックの時のような燃焼廃棄

物による健康被害から、今はエネル

ギーの廃棄物という意味での熱によ

る健康被害が問題になってきていま

す。それをどのように解決していく

のかを考えなければなりません。

佐土原　なるほど。高温化を新たな

公害と捉えるんですね。

　最近、東京大学と海洋研究開発機

構が一緒になって、地球シミュレー

ターを使った研究を始めていて、私

も評価委員を務めているのですが、

エネルギーをたくさん使うところの

排熱は、かなりの上昇気流を起こし

ていることが判ってきました。例え

ば東京なら、都市域からの上昇気流

が壁となって、本来なら東京湾から

入ってくる風をブロックしているの

ではないかと推察されるわけです。

　それが事実であった場合、都市の

排熱をうまく処理できれば、CO2の

排出削減はもちろんのこと、上昇気

流の発生も抑えて、海の風を街に取

り込むことができるようになります。

そうすると、その風が涼しさを生み

出すので、熱中症の患者も減らせま

すし、気温が下がれば冷房負荷も減

って、さらに省CO2 化が図れるよ

うになります。しかも、そうした上

昇気流は大都市でのゲリラ豪雨の発

生にも影響している可能性がある。

つまり、CO2排出削減という地球温

暖化の緩和策とともに、地球温暖化

に伴う災害への適応策も同時に実現

できる排熱の処理という対策は、こ

れから本当に大事になってきます。

地域熱供給で排熱処理
佐土原　そういう意味では、排熱の

処理まで可能な都市のエネルギー供

給システムである地域熱供給は、総

合的な対策と言えますね。

橘　熱を必要なところに送り、その

排熱を集めて処理する、あるいは再

利用して大気にあまり影響がない潜

熱で河川や海、下水等へと都合のい

いところに捨てる。もしくは一時的

に貯めておく。都市計画でそういっ
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た熱の管理をしようとすれば、地域

熱供給でないと出来ません。現状で

は建物ごとに排熱を出しているので、

下水道がない街で汚物をまき散らし

ているのと同じ状況と言えます。

　近代的な大都市でそういうことを

行なっているのは、少し違うのでは

ないでしょうか。何らかのマネジメ

ントの手段が必要だと思います。

都市排熱は夏季でも使える
佐土原　今回、清水建設が新本社を

建てましたね。私も先日見学させて

いただきましたが、非常に先駆的な

取り組みをされていると思いました。

橘　東京都市サービスさんが、熱供

給事業法の適用外である地点熱供給

として、平成6年に京橋1・2丁目地

区にプラントを設けたのですが、そ

の当時、私どもの本社は芝浦にあり、

今回平成3年まで本社があった京橋

に戻るということで、都市再生特区

の形で、熱供給プラントも含めて新

本社を一体的に開発することにした

んです。プラント建設計画としては、

一次エネルギー効率を20％向上さ

せるという目標を立てました。

佐土原　それを達成するための手段

としては、何をされたのでしょうか。

橘　非常時のコミュニティタンクと

しての活用という目的も含めて大規

模蓄熱槽を採用し、高効率な熱源機

を導入するということもやりました

が、特に考えたことは、面的な熱

エネルギー融通でしかできないこ

と、熱供給側と協調しなければでき

ないことをやるということです。建

屋としては、省エネや室内環境の観

点から、放射冷暖房を採用しました。

放射冷房の場合、普通のオペレート

であれば19 ～ 20℃くらいの冷水温

度があればいいのです。そうすると、

プラントから他の建物に一度送って

返ってきた温度の冷水で十分なんで

すね。つまり、冷水の2度使いが出

来る。プラント側から見れば、冷水

の往還でかなりの温度差が付きます

から、大温度差システムのような形

になり、熱源機も高効率に運転する

ことができます。

　それともう一つ、放射冷房を行な

うと潜熱処理は別に行なう必要が出

てきます。そのためデシカント型空

調機を採用し、夏季に都市排熱を回

収してその熱をデシカントローター

の再生に活用してはどうかと考えま

した。昔は、空気中の水分を吸着さ

せた吸着剤の乾燥に70 ～ 80℃ほど

の温熱が必要でしたが、5 ～ 6年前

に高分子収着剤というのができ、50

℃くらいでうまく脱湿できるように

なりました。そうなると夏場の湿度

の制御に、プラントで冷水製造時に

回収した温熱が利用できます。しか

も冷水の負荷も減るので、また効率

が上がります。

　まだ動き出して1年も経っていな

いですが、現段階で効率も20％を

優に超えているので、当初の目標は

十分クリアできると考えています。

佐土原　そのような仕組みが実現し

たのは、一次側と二次側の両方が協

力したからですよね。それは地域熱

供給の新しい形だと思いますし、計

画段階から両者で調整をしっかりや
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ると、このような最先端のものがで

きるという好例だと思います。これ

から更新期を迎える熱供給プラント

でも参考になりますね。

橘　京橋1・2丁目地区の熱供給シ

ステム自体は基本的にはシンプルで

す。未利用エネルギー等が使えなく

ても、建屋側、つまりは二次側と熱

供給側がうまく協調できれば、他の

ところでも結構色々なことができる

と思います。

熱配管網の整備に向けて
橘　今回のデシカント空調のように、

夏季に温熱の需要が出てくると、事

務所を中心とした地区でも、ほぼ一

年を通してコジェネの排熱が活用で

きることにもなります。

佐土原　コジェネということで言え

ば、BCP対応として何か今後やろ

うとしていることはありますか。

橘　今後の展望としては、清水建設

が関連する面的エネルギー供給各所

でコジェネの導入を考えており、非

常時に自営線で周辺の建物に電力供

給をするといったことをやろうとし

ています。

　蓄熱槽やコジェネを持ったプラン

トは、非常時の生活用水や電力の供

給など、地域熱供給の役割がもっと

増えてくると思うんですね。そうい

う形を小規模でもつくることが出来

れば、展開先は多いと考えています。

佐土原　色々なところにうまく広が

っていくといいですね。

橘　熱供給プラントも熱配管もイン

フラストラクチャーの一つですし、

京橋1・2丁目地区には地下鉄駅や

都営の地下駐車場、中央区の公園な

どもあります。地域をBCPの観点で

見ますと、それら全てを都市の重要

なストックとして捉え、いざという

時には、エネルギーの面でも空間的

な面でも、それらをうまく面的に活

用するようなことも考えていくこと

が重要だと思います。

佐土原　地域の防災対策やBCPと

いうのは、ある意味公共性が

高い事柄だと思います。ただ、

非常時にはそのエリアの人た

ち自身のメリットにもなると

いう意味で、需要家サービス

とも言えます。それは省エネ

についても言えることで、環

境保全という意味では公共性

があるのですけれど、基本的

にはその地域の人たちにもた

らされるメリットです。

　地域熱供給の公共性と需要

家に対するサービスというの

は、公共と需要家の間で、効

果が出てくるのに時間的なギ

ャップがあることもあります。

しかし公共性があるならば、その間

に発生する負担を需要家に全部押し

付けるということになってはいけな

いわけで、その部分では何か公共の

支援がほしいところですね。

　都市計画的には、少しずつつくっ

ていかないと都市基盤の蓄積ができ

ないわけですけれど、それを最初か

ら民間の競争で整備を進めようとす

れば、熱供給事業の場合は個別空調

の比較という話も出て来て、将来に

向けた良いストックの蓄積ができな

いということになってきます。

遅れている日本の熱配管
橘　そういう意味では、大きいのは

熱配管だと思います。日本では2030

年に全電力の15％をコジェネにす

るという話もありますが、そのため

にはどうしても排熱をうまく分配す

る配管網が必要になってきます。そ

の環境整備が追いつかないと、コジ

ェネの普及も難しいと思うんですね。

日本では地域熱供給の地点数で普及

状況を語ることが多いですが、排熱

の分配という観点から考えると、配

管の延長距離の方が問題です。

　日本の熱配管の延長距離は2011

年時点の配管長で736kmあります

が、世界各国と比べてみますと、実

はそんなに長くはないんです。ベル

リンは面積的に東京23区より少し

大きいくらいですが、配管延長距離

が線長で1,600kmあります。これは

ベルリン1市で現在の日本全体の延

長距離を超える配管ストックがある
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ということです。

佐土原　比較してみると短いですね。

橘　ベルリンは寒いから、このよう

な配管の整備が進んでいるという見

方もありますが、では札幌はどうか

と言えば、100kmです。札幌とほぼ

同じくらいの気候のウィーンの配管

距離は線長で1,100kmあります。人

口 を 見 て も、

ウィーンと札

幌は175万と

193 万人であ

まり変わりま

せん。しかし、

熱配管のスト

ックにこれだ

けの差がある。

ですから熱を

うまくやり取

りしようと思

っても、日本にはそのストックがな

い状況なのです。

　そういう意味で日本は今後こうい

ったストックをもっと増やしていく

べきだと思うのですが、そのために

は熱供給事業という観点だけで整備

を進めるのか、それとも熱のマネジ

メントの観点から考えて、下水道の

ような存在として公共が整備を進め

るべきなのか、その点をよく考えて

いかないといけないと思います。

熱の供給と処理のマネジメントへ
佐土原　日本の場合は、北から南ま

で、その場所その場所によって熱の

ニーズが違ったり、エネルギー源も

地域の特性によってふさわしいもの

を採用するといったきめ細かい対応

が必要になると思います。エリアマ

ネジメントの規模も場所によって異

なってくるでしょうけれど、基本的

にはやはり一次側と二次側がうまく

連携しながら、いいマネジメントを

していくということでしょうね。

橘　熱負荷がかなり集積しているエ

リアや、県庁や県立病院といった、

非常時にどうしても守らないといけ

ないエリアなど、各々のエリアに異

なるストーリーがあると思います。

　そういうそれぞれのところに適切

な熱供給のあり方、熱マネジメント

のあり方というのが、防災対策と絡

み合いながら、これから出てくるの

でしょうね。それはとてもよいシス

テムですし、発展していく可能性を

大いに感じます。そこに政策的な後

押しが出てくるといいなと思います。

佐土原　これからはコンパクトシテ

ィを進めていくという話もあります

ので、地域熱供給を必要とする場所

が、さらに増えていくと思います。

橘　その時に都市の中では、エネル

ギーの供給ばかりではなく、需要と

処理ということを合わせて考えてい

くということですね。どのような仕

掛けをするかということと、どのよ

うにマネジメントしていくか、とい

うことが大きなキーワードになって

くると思います。

　そのためにはやはり熱の配管とい

う良質なストックをうまく整備して

いき、それを公共の財産と捉えてい

くことが求

められると

思 い ま す。

その配管の

整備が、経

済的にも非

常にハード

ルが高いの

です。そこ

が一番の問

題でしょう

ね。

佐土原　そうですね。経済的な面以

外にも、配管を通すスペースもない

エリアなど、色々とありますからね。

橘　今は、国際的にも都市間競争が

激しくなってきています。投資もし

てほしい、外国の企業にも来てほし

いとなれば、やはり災害や犯罪に対

して高い安全性を持った都市である

ことが重要です。その環境整備の一

つとして、「東京では都市の熱のマ

ネジメントをやっています」という

ことがあれば、夏の暑さが厳しいア

ジアの都市の中で差別化できる好材

料になるのではないかと思います。

佐土原　そうですね。排熱の処理が

できる地域熱供給という位置付けは、

今後色々な面で重要になってきます

ね。今日はありがとうございました。
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